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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】組み立て可能で、コンパクトに収納でき、持ち
運びに便利で、かつ強度確保できる布ぞうりを編みこむ
ための作業台を提供する。
【解決手段】布ぞうりを編み込むための作業台において
、底板と立て板と２枚の側板とを具備し、立て板には足
指変わりの突起があり、底板と立て板をちょうつがいで
つなぎ、これらの板に切り欠きを設け、組み立て、分解
ができるように形成し、さらに蝶ネジで固定する。切り
欠きを設けたことにより、組み立てができ、収納に便利
である。さらに蝶ネジで固定したことにより、強度が確
保されるとともに、組み立てやすくすることができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　布ぞうりを編み込むための作業台において、木製の立て板、底板、２枚の側板を具備し
、前記立て板は足指変わりの凹凸状の突起を有する編み台であり、前記底板は立て板を開
閉できるようにちょうつがいでつないでおり、前記側板は三角形をしており、切り欠きの
空部が２つあるので、立て板と底板の両脇にある切り欠きの溝にはめこんで補強し、底板
と立て板を直角にして組み立て、かつ分解可能であり、収納に便利であることを特徴とす
る、布ぞうりを編み込むための作業台。
【請求項２】
　布ぞうりを編み込むための作業台において、編みこむ場合に側板が外れないように、側
板の切り欠きの空部を蝶ネジで固定して、強度確保することを特徴とする請求項１記載の
布ぞうりを編み込むための作業台。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、布ぞうりを編み込むための作業台に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
わらじ編みを元にした布ぞうりの製法は、例えば、特許文献１のごとく座って自分の両足
の指に布ぞうりの芯になるロープを掛けて編んでいた。しかし、足腰への負担がかかるた
め、足指を使用せずに済む作業台がある。
作業台には、床での作業台が、例えば特許文献２図３、特許文献６、特許文献７に記載さ
れており、また手編み台、例えば特許文献２～４があり、本考案は前者の床での作業台に
あたる。前者を採用すると、力いっぱい編み目を締められ、しっかり編みこんでいるので
丈夫な布ぞうりができる。
【０００３】
以下、非特許文献１により改良前の固定式作業台について説明する。
固定式作業台の部品は木製の底板ａ、底板ｂ、立て板、２枚の側板で構成する。立て板に
は足指代わりの突起がある。
必要な道具は、糸ノコかのこぎり、ドライバー、ものさし、ネジクギ、ちょうつがいであ
る。つくり方は、底板ａと底板ｂをちょうつがいで２箇所つなげてから、底板ａに垂直に
立て板をとりつけ、三角形の側板をとりつけて補強する。
収納しやすいよう、すでに、底板ａと底板ｂが折り曲げられるよう改良したり、側板の取
りつけ方を工夫していたが、大きなＬ字型の作業台で、完全には畳めるものではなかった
ため、持ち運びに負担がかかったり、収納が不便だった。
布ぞうりを作る方も増え、より使い勝手も良いものが求められている。
【０００４】
次に、布ぞうりの作り方を、例えば特許文献５について説明する。布ぞうりは本体、鼻緒
、前緒からなる。
作業台の立て板を正面にし、底板ａと底板ｂの間に座り、足指代わりの立て板の凹凸状の
突起にぞうりの芯になるロープをひっかけてタテ糸にし、編み始めのロープを結んだら、
布をはたを織るように横にくぐらせて編みこんでいき、何段か編むごとにロープの間の布
を手前に寄せ、鼻緒をつけ、ロープを下に引っ張りぞうりの形にして、前緒をつけたら完
成する。
【０００５】
特許文献２図３、特許文献６、特許文献７は従来の作業台である。
特許文献２図３では、立て板と底板を接着し、それにより生じた直角面から直角三角形状
に板をつけて補強しており、強度が確保されているが、折りたたみができず、持ち運びに
負担がかかる問題点がある。
特許文献６では、立て板と底板を扇状の固定具で補強しており、強度が確保されているが
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、折りたたみができず、持ち運びに負担がかかる問題点がある。
特許文献７図２では、立て板と底板に穴があり、支持干の突起を差し込んで補強しており
、さらに高さを変えるために立て板が回動するもので、組み立てができて持ち運びに便利
だが、複雑な構造のため、折りたたみがしにくく、組み立てにくく、固定が弱い可能性が
あり、使用者は作業台の部品を自力で作ることが困難なため作業台を購入しなければなら
ないという問題点がある。
【０００６】
【特許文献１】登録実用新案第３０５５４７６号
【特許文献２】登録実用新案第３０８４１０５号
【特許文献３】登録実用新案第３１４４５１２号
【特許文献４】登録実用新案第３１４００８６号
【特許文献５】登録実用新案第３１２６２４６号
【特許文献６】登録実用新案第３１１４２０１号
【特許文献７】登録実用新案第３１１６４８６号
【非特許文献１】「編んで楽しい！履いて快適！手づくり布ぞうり」，日本文芸社，２０
０７年，ｐ．５９頁
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
そこで、本考案が解決しようとする課題は、組み立て可能で、コンパクトに収納でき、持
ち運びに便利で、かつ強度確保できる布ぞうりを編みこむための作業台を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
そして、本考案は上記課題を解決するために、請求項１に記載の考案は、布ぞうりを編み
込むための作業台において、木製の立て板、底板、２枚の側板を具備し、前記立て板は足
指変わりの凹凸状の突起を有する編み台であり、前記底板は立て板を開閉できるようにち
ょうつがいでつないでおり、前記側板は三角形をしており、切り欠きの空部が２つあるの
で、立て板と底板の両脇にある切り欠きの溝にはめこんで補強し、底板と立て板を直角に
して組み立て、かつ分解可能であり、収納に便利であることを特徴とする。
【０００９】
また、請求項２に記載の考案は、請求項１に記載の布ぞうりを編み込むための作業台にお
いて、編みこむ場合に側板が外れないように、側板の切り欠きの空部を蝶ネジで固定して
、強度確保することを特徴とする。
【考案の効果】
【００１０】
本考案の作業台は、組み立てができ、コンパクトに収納することができ、持ち運びがしや
すく、また強度を確保することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
本考案の作業台は、組み立て可能な構成や、強度を確保するために切り欠きや蝶ネジを設
ける。
【実施例１】
【００１２】
以下、本考案の実施の形態を図１、図２、図３に基づいて説明する。
図１は本考案の斜視図、図２は分解斜視図、図３は部品構成を示す図である。
図中、１は底板ａ、２は底板ｂ、３は立て板、４は側板、５はちょうつがい、６は切り欠
き、７は蝶ネジである。
【００１３】
図１に示すように、本考案の作業台は板に切り欠きを設けていて、組み立てが可能で、コ
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ンパクトに収納ができる。
また、図３に示すように、本考案の作業台の部品構成は底板１、底板２、立て板３、側板
４である。
また、図２に示すように、本考案の作業台は底板１と底板２をちょうつがい５でつなげ、
底板１と立て板３もちょうつがい５でつなげている。
立て板３には足指代わりの凹凸状の突起がある。この図の例では突起が４つあり、３つの
溝が設けられ、ロープのかけ方で幅を変えることができる。
底板１と立て板３の両脇には切り欠きの溝６があって、補強材の三角形の側板４には切り
欠きの空部６が２つある。
【００１４】
また、本考案の作業台の組み立て手順は次のとおりである。
使用者はまず立て板３を垂直に立てる。次に、底板１と底板２を開く。次に、左右の側板
４の空部を、底板１と立て板３にある切り欠きの溝６にはめこみ、蝶ネジ７でとめる。
【００１５】
また、収納するため、使用者はまず蝶ネジ７を外す。次に、側板４を外す。次に、底板１
と底板２を閉じ、立て板３を閉じ、蝶ネジ７を無くさないようにもう一度とめておく。
【００１６】
本考案の作業台があると、従来と同様に、足腰に負担が少なく布ぞうりを編むことが可能
となる。
さらに、作業台は組み立てが可能で、コンパクトに収納でき、持ち運びに便利である。
具体的に、改良前の固定式作業台の組み立てた状態の体積と、本考案の作業台の畳んだ状
態の体積を比較すると、高さが約０．１７倍、体積が約０．１４倍に縮小した。
【００１７】
また、単純な構造で組み立てに専門知識が不要である。また、切り欠き工程は日曜大工程
度の技術があれば、作ることができる。
【実施例２】
【００１８】
図４は側面図・平面図・背面図・正面図である。
図４に示すように、本考案の作業台は、底板１と立て板３の切り欠き溝部分６に鬼目ナッ
ト７を埋め込み、側板４の空部をはめこみ蝶ネジ７で固定する特長がある。
【００１９】
使用者は、何段か編むごとにロープの間の布を手前に寄せ、力いっぱい編み目を引き締め
るが、蝶ネジ７で固定しているため側板４が外れることはない。
また、改良前の固定式作業台のネジクギの代わりに蝶ネジを使った場合には、蝶ネジの数
が多くなるが、本考案は建築や玩具に使用されている切り欠きを採用しており、頑丈に組
み立ててあるため、蝶ネジの本数を減らすことができる。
【００２０】
利点は、改良後も改良前の固定式作業台と同等の強度が確保でき、しっかり編みこむこと
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
本考案は布ぞうりの作業台に関する。
わら、いぐさ、竹皮、紙、かば、とうもろこし皮、アダン葉などのぞうりの作業台にも適
用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本考案の斜視図である。（実施例１）
【図２】本考案の分解斜視図である。
【図３】本考案の部品構成を示す図である。
【図４】本考案の側面図・平面図・背面図・正面図である。（実施例２）
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【符号の説明】
【００２３】
１　底板ａ
２　底板ｂ
３　立て板
４　側板
５　ちょうつがい
６　切り欠き
７　蝶ネジ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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